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鉄道システム事業の位置付け
1.事業概要

〔日立グループのセグメント別売上高・営業損益〕

情報通信システム
売上高 2兆5,944億円

金融サービス
売上高
営業利益

4,120億円
102億円

物流及びサービス他
売上高 1兆899億円

〔日立グル プのセグメント別売上高 営業損益〕

営業利益 1,766億円

電子デバイス
売上高
営業利益

1兆1,510億円
273億円

売上高
営業利益

1兆899億円
230億円

高機能材料
売上高
営業利益

1兆5,568億円
277億円

2009年3月期
連結売上高

10兆3億円
営業 億

電力・産業システム
売上高
営業利益

3兆3,105億円
242億円

営業利益 277億円

デジタルメディア・民生機器
売上高
営業損失

1兆2,615億円
（1,055）億円

情報制御システム社社会 産業インフラシステム社 情報制御システム社

輸送システム－座席予約システム
異常時情報配信システム
ＩＣカード乗車券システム

車両システム－車両、電気品、海外保守
輸送システム－信号・列車制御システム、
運行・電力管理システム 受変電システム

社会・産業インフラシステム社
（交通システム事業部） （交通システム本部）

ト タル鉄道システムインテグレ タ

ＩＣカード乗車券システム

鉄道システム 1,459億円 鉄道システム 277億円

運行・電力管理システム、受変電システム

鉄道システム 1,490億円
＊：うち個別1,459億円

＊
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トータル鉄道システムインテグレータ
売上高合計 1,767億円 (2009年3月期)



事業体制
1.事業概要

交通システム事業部

社会・産業インフラシステム社 情報制御システム社

交通システム本部

水戸交通システム本部

笠戸交通システム本部
〔車両〕

〔運行・電力管理システム、
営業系システム〕

研究・開発拠点

■機械研究所 ■システム開発研究所

■日立研究所■中央研究所

〔電気品、信号・列車制御システム、
運行管理システム〕

日立事業所
〔主電動機、IGBTモジュール〕

日立グループ・関連会社 〔主な鉄道事業製品〕

■エネルギー・
環境システム研究所

■デザイン本部
〔主電動機、IGBTモジュ ル〕

国分生産本部
〔受変電システム〕

営業統括本部

■株式会社日立ハイテクノロジーズ 〔検測装置〕

■株式会社日立国際電気 〔列車システム（無線・監視）〕

株式会社 ネサ ク ジ

■日立電線株式会社 〔車両用ケーブル〕
交通営業本部 〔国内営業〕

海外交通営業本部 〔海外営業〕

営業統括本部
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■株式会社ルネサス テクノロジ
〔信号制御用マイコン〕



国内事業拠点
1.事業概要

日立事業所笠戸交通システム本部

ＩＧＢＴモジュール主電動機

国分生産本部

受変電システム

交通システム本部

車両

（山口県下松市）

運行・電力管理システム 営業系システム運行 電力管理システム 営業系システム

（茨城県日立市、東京都品川区）

水戸交通システム本部
交通システム事業部
営業統括本部

（東京都千代田区）
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電気品 信号・列車制御システム 運行管理システム

（茨城県ひたちなか市）

（東京都千代田区）



海外事業拠点・パートナー
1.事業概要

2003年設立

●日立永済電気設備(西安)有限公司/中国
(電気品設計・製造・販売) 

●日立レールヨーロッパ社/英国
(販売、エンジニアリング、保守)

ド車 基地

2005年設立

●：当社拠点

■：パートナー
●

●

アシュフォード車両基地

●

●■

●

●
●

●

●
■
●

●
■
■

●

●

■

●

■ネットワークレール社/英国

■長春軌道客車股 有限公司/中国
(モノレール)

■北京和利時系統工程有限公司/中国
(信号 列車制御システム)

■ネットワークレール社/英国
(信号・列車制御システム) 個粉
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■ダウナーＥＤＩレール社/豪州
(電気品)

(信号・列車制御システム)

■中国鉄道科学研究院/中国
(信号・列車制御システム)

■株式会社宇進産電/韓国
(モノレール、電気品)



主要事業領域 ①
1.事業概要

車両システム

車両・海外保守 電気品

モノレール高速車両 通勤車両特急車両 海外保守 主回路・主電動機

空調・換気装置

輸送システム

運行・電力管理システム信号・列車制御システム 受変電システム

輸送シ テ

信号・運行系システム 営業系システム

座席予約システム 異常時情報配信システム
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ホーム柵 ＩＣカード
乗車券システム



1.事業概要
主要事業領域 ②

トータル鉄道システムインテグレータとしての取組み

モーダルシフト加速化に
高効率

アルミ車両（A-train）ダルシフト加速化に

対応する高効率な車両システム高効率
高速車両

鉄道のさらなる環境負荷低減を環境への 小型軽量インバータ

アルミ車両（A train）

支える車両システム

環
適応

安全・安定・高密度輸送を支える
高信頼

信号・列車制御システム
運行系システム

ハイブリッド駆動システム

B S
車両 信号

日立

高信頼な輸送システム
高信頼 運行系システム

営業系システム

車両
システム

車両

電気品

Bombardier Alstom Siemens
Ansaldobreda Stadler CAF Ansaldo STS ThalesInvensys

両 信
日立

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

－ － － － －

－ － －○

○
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輸送
システム

電気品

信号
運行系

○

○

○

○

○

○

○

○ ○ ○－ － －

○

○



２．事業戦略

国内で培った技術のグローバル展開加速

事業拡大に向けた施策売上目標

国内事業基盤の強化

事業拡大に向けた施策

■整備新幹線への注力

売上目標

売上高：３,５００億円

海外事業比率：６０％超
■公民鉄向けアルミ車両拡販

■ハイブリッド駆動システム拡販

■営業系システム事業拡大

営業利益率：８％

輸
３,５００億円

海外事業の拡大

■顧客との協業による事業創出
車両システム

輸送システム

海外
１,７６７億円

■高速車両システム市場への注力

■電気品事業拡大

■信号・列車制御システム事業拡大
国内
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御 拡

■モノレール拡販２００８年度
（実績)

２０１５年度
（目標)



（１）車両システム 主要納入実績
3.国内事業

車両シェア ２３％、 電気品シェア ３０％

在来線

※シェアは当社推定

在来線

新幹線
JR北海道

785系特急車両

福岡市交通局
3000系車両

JR東日本
E5系量産先行車

JR東日本
E2系新幹線車両

JR西日本
683系特急車両

阪急電鉄
9300系車両

E5系量産先行車 E2系新幹線車両

JR九州
885系振子車両

首都圏新都市鉄道
2000系車両

西武鉄道
30000系車両
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JR東海/西日本
N700系新幹線車両

JR九州
800系新幹線車両

JR東日本
E257系特急車両

東武鉄道
50000系車両

東京地下鉄
10000系車両



モノレール 主要納入実績
3.国内事業
（１）車両システム

跨座型モノレールシェア Ｎｏ．１

東京モノレ ル大阪モノレ ル 東京モノレール
１９６４年～

大阪モノレール
１９９０年～

多摩モノレール
１９９８年～

北九州モノレール
１９８５年～

よみうりランドモノレール
１９６４年～１９７８年

犬山モノレール
１９６２年～２００８年
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大阪万博モノレール
１９７０年

沖縄モノレール
２００３年～

年 年



アルミ車両技術
3.国内事業
（１）車両システム

モジュール艤装

経済性の高い次世代アルミ車両システム「Ａ‐ｔｒａｉｎ」

納入実績：約１,７００両

荷棚・風道モジュール

アルミ素材のためステンレスや鉄に比べて、
軽量化やリサイクルが容易

消
費 １００

側天井モジュール

配管モジュール座席モジュール
車両重量

費
電
力

１００

８０

配線モジュール

座席モジ ル

(当社シミュレーション基づく)

４５ｔ
(アルミニウム)

６０ｔ (鉄)

構体開口部

デジタル加工技術

笠戸交通システム本部の製造能力

ＦＳＷ※３次元削出加工
構体開口部

くりぬき加工
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６０両/月（２００８年度～）
※ ＦＳＷ : Ｆｒｉｃｔｉｏｎ Ｓｔｉｒ Ｗｅｌｄｉｎｇ（摩擦攪拌接合）



インバータ技術
3.国内事業
（１）車両システム

小型・軽量・低ノイズ（世界トップクラス）インバータを開発

項目 開発品 開発のポイント項目 開発品

外観

開発

部品点数削減による小型・軽量化
とシステムの高信頼化

内蔵部品のユニット化による外観 内蔵部品のユニット化による
メンテナンス性向上

低ノイズＩＧＢＴ*2と均熱冷却システム
による小型軽量・低ノイズ化

部品数*1 ６０

質量*1 ６４

高性能マイコンと高応答制御の搭載
によるインバータ制御の高精度化

質量 ６４

容積*1 ６６ ６４台/月（２００８年度～）

水戸交通システム本部の製造能力
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*2：Insulated Gate Bipolar Transistor：大容量インバータの主力デバイス*1：当社従来製品比



ハイブリッド技術
3.国内事業
（１）車両システム

リチウムイオン二次電池を用いた鉄道用省エネシステムを
東日本旅客鉄道株式会社と共同開発

キハＥ２００形向けハイブリッド駆動システム

東日本旅客鉄道株式会社と共同開発

リチウムイオン
二次電池

ネ ギ 密度に効率的な ネ ギ 制御を

ブレーキ時のエネルギーを蓄電池で回収

エネルギー密度に
優れた電池を搭載

効率的なエネルギー制御を
実現

低
＊

有害排出物６０％削減蓄電池装置

減
効
果

騒音低減３０ｄＢ削減

燃料消費率低減
（駅停車時）

主変換装置

東日本旅客鉄道株式会社

© Hitachi, Ltd. 2010. All rights reserved.

* 東日本旅客鉄道株式会社従来ディーゼル気動車との比較

13

東日本旅客鉄道株式会社
（キハE200形気動車）



（２）輸送システム 納入実績
3.国内事業

1960 1970 1980 1990 2000 (年)

コンピュータメーカーとして、ＩＴ技術により鉄道のイノベーションに貢献

東海道新幹線：東京～新大阪開業（１９６４年）

山陽新幹線：新大阪～岡山開業（１９７２年）

東北新幹線：大宮～盛岡、上越新幹線：大宮～新潟開業

便利で快適な旅客サービスを支える営業系システム

（１９８２年）

座席予約システム（ＭＡＲＳ＊）

大規模オンラインシステムの草分け（１９６０年）

便利で快適な旅客サービスを支える営業系システム

（２００１年）

ＩＣカード乗車券システム

異常時情報配信システム

日本初のリアルタイム制御システム（ＣＯＭＴＲＡＣ）

安心・安全・高密度輸送を支える高信頼な運行システム

（２００７年）

日本初のリアルタイム制御システム（ＣＯＭＴＲＡＣ）

列車本数増大に対応した列車の自動進路制御（１９７２年）

ＣＯＳＭＯＳMARS : Multi-Access Reservation System
COMTRAC C t Aid d T ffi C t l S t
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ＡＴＯＳ
順次拡大中

COMTRAC : Computer Aided Traffic Control System 
COSMOS : Computerized Safety Maintenance and Operation Systems of Shinkansen
ATOS : Autonomous decentralized Transport  Operation control System

（１９９５年）

（１９９６年）



営業系システム 納入実績
3.国内事業
（２）輸送システム

座席予約システム（ＭＡＲＳ）

高信頼、高レスポンス、様々な旅の形態に対応した
鉄道情報システム株式会社の提供する旅客販売総合システム

主要機器の納入実績
・ＡＰ８０００×２台
・ＵＮＩＸサーバ５０台

利用者の拡大に高信頼に対応する
ＩＣカード乗車券システムの
センターシステム （ＩＤ管理）

乗客が必要とする運行情報を
一目で認識することができる
案内システム

異常時情報配信システムＩＣカード乗車券システム

シェア ８０％ シェア ５０％

・首都圏、関西圏における３大プロジェクト
・北海道、中部、九州の４プロジェクト

センタ システム （ＩＤ管理） 案内システム

・２００７年度グッドデザイン賞受賞
（ＪＲ東日本との共同受賞）

・ＪＲ東日本、ＪＲ西日本、東京地下鉄副都心線に導入

ＪＲ

公民鉄

ＩＣＯＣＡ
ＪＲ西日本

トランパス
名古屋地区

Ｋｉｔａｃａ
ＪＲ北海道

相互利用

開発中

ＪＲ西日本 名古屋地区 ＪＲ北海道

Ｓｕｉｃａ
ＪＲ東日本

ＰＡＳＭＯ
パスモ
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ＴＯＩＣＡ
ＪＲ東海

Ｎｉｍｏｃａ
西日本鉄道



信号・運行系システム 納入実績 ①
3.国内事業
（２）輸送システム

旭川

信号（デジタルＡＴＣ）

ＪＲ各社向け

運行管理システム

シェア ８１％

・東京圏輸送管理システム（ＡＴＯＳ）

札幌

東北・上越・北陸

千歳・室蘭本線

奥羽線

小樽

函館本線

◎
◎

◎

◎室蘭

◎

シェア ６０％

・在来線 高崎 黒磯神保原 黒磯大宮

・新幹線：東北･上越新幹線

及位

新潟

新幹線 COSMOS

常磐線

東北本線

福島

山形新幹線

信越本線
◎

◎

盛岡

青森

八戸

花泉◎

山形
◎

◎

在来線

田端

大宮

新宿

池袋

東京

上野

千葉

甲府

羽鳥
黒磯

田端

大宮

新宿

池袋

東京

上野

千葉

甲府

羽鳥
黒磯

◎

◎

新宿

品川

田端

大宮

山手線

根岸線

西船橋甲府

新所原

武蔵野線
中央本線

高山本線

東海道･山陽新幹線
COMTRAC

◎

◎

◎

◎

高崎

いわき

◎

◎

京都・神戸線

信越本線

◎

◎

加茂上郡

内房線
（蘇我～館山）

辰野

名古屋

◎
豊橋◎

新大阪新三田◎

大阪

東京

新鶴見(操) ◎
宝塚・東西・学研都市線

猪谷 塩尻
◎

◎
◎

◎
金沢

◎尼崎

◎
◎

◎
近江塩津

米原◎
◎草津
◎

◎
岐阜

◎
◎京橋

◎
長野

岩間◎

◎
黒磯

◎

品川

横浜

東京 千葉

熱海

品川

横浜

東京 千葉

熱海

久里浜

大船 京浜東北線横浜

九州新幹線SIRIUS

門司港

阪和線
博多◎

◎
◎
下関

環状・大和路・おおさか東線

東海道本線

飯田線

中山香
◎

袋

鹿児島

◎新八代

◎荒木

◎

◎

◎

長崎

佐世保

◎
南宮崎

◎ 和歌山

西明石 ◎
天王寺

◎

◎ 鹿児島、長崎、佐世保、
日豊 日南 筑豊 篠栗線

・九州圏総合指令システム（JACROS）

在来線

新幹線

（ 伸）
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鹿児島
日豊、日南、筑豊、篠栗線

※シェアは主要幹線における当社推定

（延伸計画中）

（延伸）

ATC : Automatic Train Control

JACROS : JR Kyushu Advanced and Concentrated Railway Operating Systems
SIRIUS : Super Intelligent Resource and Innovated Utility for Shinkansen Management



3.国内事業
（２）輸送システム 信号・運行系システム 納入実績 ②

民営鉄道公営地下鉄

６２ ２８

公民鉄各社向け （運行管理システム）

南海線

本線、他

泉北高速線 大阪府都市開発

京阪電鉄

南海電鉄

シェア６２％ シェア２８％

東豊線

東西線

南北線

札幌市交通局

京都市交通局
烏丸線

東西線

副都心線

有楽町線

銀座線

日比谷線

東西線

東京地下鉄

南港ポートタウン線

海岸線
埼玉高速鉄道 埼玉高速鉄道線

有楽町線

千代田線

半蔵門線

東西線

南北線

丸の内線

大阪市交通局

御堂筋線

谷町線

南港ポートタウン線

神戸市交通局
海岸線

西神・山手線

神戸新交通
ポートアイラントﾞ線

六甲アイランド線

首都圏新都市鉄道

東京臨海高速鉄道

東葉高速鉄道 東葉高速線

つくばエクスプレス

りんかい線

© Hitachi, Ltd. 2010. All rights reserved. 17

福岡市交通局
七隈線

空港線・箱崎線
横浜市交通局

名古屋臨海高速鉄道

西名古屋港線

グリーンライン

ブルーライン



デジタルＡＴＣ技術
3.国内事業
（２）輸送システム

安全・安定輸送を支えるデジタルＡＴＣシステム

段ブレ キ制御及び車両性能に合わせた
アナログＡＴＣ

一段ブレーキ制御及び車両性能に合わせた
最適な制御による列車運転間隔の短縮

一段ブレーキパターンに沿った滑らかな減速
緩和ブレーキによる乗心地向上緩和ブレ キによる乗心地向上

地上装置の簡素化による省スペース化

90 75 75 40 0

制限速度を伝送

日立信号システムを支える技術

汎用計算機を利用したフェールセーフ技術
ウ 高機能 拡 性が 能

デジタルＡＴＣ

ソフトウェアによる高機能化・拡張性が可能

汎用デジタル信号処理によるデータ送受信
複数信号の同時処理（１０ｃｈ）による機能重畳
装置 小型化 高機能化が 能

停止目標を伝送
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装置の小型化、高機能化が可能



運行管理システム技術
3.国内事業
（２）輸送システム

自律分散アーキテクチャ

自律分散型システム 東京圏輸送管理システム（ＡＴＯＳ）
■世界最大規模のリアルタイム制御

神保原
黒磯

神保原
黒磯

■ 段階的システム構築可（駅毎に構築可） 高麗川

千葉

羽鳥
大宮

池袋

新宿三鷹

立川甲府

上野

高麗川

千葉

羽鳥
大宮

池袋

新宿三鷹

立川甲府

上野■ 部分的な故障が全体システムに影響
しない

計算機 る

計画線区

品川品川

東京

横浜

熱海 大船

久里浜

計画線区

品川品川

東京

横浜

熱海 大船

久里浜

■ 大駅の複雑な制御、業務のシステム化
が可能（駅と中央の業務との分担）

新幹線総合システム（ＣＯＳＭＯＳ）汎用計算機による
リアルタイム制御の実現

■ 信号システムの信頼性・生産性向上
■新幹線の全業務をシステム管理

新青森

八戸

盛岡
新潟

金沢 上越

■ 線路保守作業等の安全性が必要な
業務をシステム化
（線路保守作業のシステム化を実現）
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高崎長野

東京
大宮

計画線区



具体的施策 ①
3.国内事業
（２）輸送システム

【開業予定】
北海道新幹線 新青森～新函館 2015年

整備新幹線向け車両・信号/運行管理システムへの注力

北海道新幹線 新青森～新函館 2015年
東北新幹線 八戸～新青森 2010年
北陸新幹線 長野～金沢 2014年
九州新幹線 新八代～博多 2011年

・既納顧客の新造計画への積極的参画

公民鉄向けアルミ車両拡販

既納顧客の新造計画への積極的参画

・新規顧客の開拓

・気動車更新市場への対応

ハイブリッド駆動システム拡販
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具体的施策 ②
3.国内事業
（２）輸送システム

・座席予約システムのシェア堅持

・ＩＣカード乗車券システム、異常時情報配信システムのシェア拡大

営業系システムの国内シェア堅持とさらなる事業拡大

・輸送計画、運行計画システムの着実な延伸対応と更新

・サービス指向鉄道情報制御システムの開発（情報・制御技術の融合）

顧客との協業による事業創出

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾁｬﾈﾙ
拡大によるｻｰﾋﾞｽ充実

個人向け
パートナー向け

輸送業務効率向上
指令業務

車両運用 等

旅客サービス向上
駅サービス

車内サービス

環境性能向上
ＣＯ２低減
省エネ

サ ビス指向鉄道情報制御システムの開発（情報 制御技術の融合）

システム最適化による
お客様サービス向上

営業系 車両 運行管理 変電・電力

情報系 制御系

ミッションクリティカル

大容量
データ

大容量
データ

リアルタイム制御向け

情報の知識化による
システム最適化ルール抽出

（情報・制御の融合）

営業系 車両 運行管理 変電・電力
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ＩＴプラットフォームの強化

ミッションクリティカル
クラウドコンピューティング基盤

制御系プラットフォームの強化

リアルタイム制御向け
高信頼コンピューティング基盤



４. 海外事業 基本方針

国内で培った技術のグローバル展開加速

事業拡大に向けた施策売上目標 事業拡大に向けた施策

海外事業の拡大
国内外パートナーとの連携強化

売上目標

売上高：３,５００億円

海外事業比率：６０％超

■高速車両システム市場への注力
(中国、英国、ブラジル、米国、その他)

■電気品事業拡大

営業利益率：８％

３,５００億円
(車両メーカとのパートナーシップ強化)   

■信号・列車制御システム事業拡大
(欧州規格対応により中国、英国、他)海外

車両システム

輸送システム

１,７６７億円
■モノレール拡販

(新興国中心)

国内
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２００８年度
（実績)

２０１５年度
（目標)



グローバル市場環境
4.海外事業

サービス・信号分野での伸長率が高い
規模 鉄道 整 資伸

2005-07年 １１兆円 ⇒ 2014-16年 １４兆円（年平均成長率2.6%）

欧州市場規模大、新興国での鉄道網整備投資伸長

●セグメント別市場規模

3.0%

●セグメント別市場規模

１１兆円

１４兆円

1.63

地域別
欧州

その他
16%

サービス

インフラ

信号関係

3.6%

2.9%

１１兆円

4.63
2.13

2.751.25
地域別

2014-2016
１４兆円

欧州
38%

アジア・
太平洋

23%

車両

サ
(車両保守等)

2.3%3.88 4.75

3.38

北米
23%
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市場規模はUNIFE 08年レポートを基に作成、伸長率は2007-2016年間の年平均成長率

2005-2007 2014-2016 2005-7と2014-16の年平均成長率



主要納入実績
4.海外事業

英国 英国 ブルガリア 中国 中国英国
Class395高速車両

英国
Class465通勤車両用電気品

ブルガリア
ソフィア地下鉄車両用電気品

中国
高速車両用電気品

中国
北京地下鉄用電気品

UAE
パームジュメイラモノレール

●●
●

●

●

●
●

中国
北京地下鉄用電気品

シンガポール

●

●

中国
重慶モノレール

シンガポール
セントーサモノレール
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オーストラリア
シドニー通勤車両用電気品

(2010年営業開始予定)

オーストラリア
振り子式電車用電気品

韓国
特急車両 ヌリロ号

韓国
大邱モノレール

(2014年営業開始予定)



地域別展開
4.海外事業

英国、中国事業のさらなる拡大と
高速鉄道・モノレール案件への注力

（１） 英国
高速鉄道 保守、信号・列車制御システム＋

（２） 中国
高速鉄道向け電気品、信号・列車制御システム

（３） 新規市場開拓
米州 インド 東南アジア

高速鉄道向け電気品、信号 列車制御シ テ

米州、インド、東南アジア

（４） 既納市場での受注拡大
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（４） 既納市場での受注拡大
オーストラリア 、韓国



（１） 英国 実績 ①
4.海外事業

約１０年かけて認証取得 ・ 市場参入

１９９９ ロンドンに駐在員(鉄道システム担当)派遣

２００３ ‘Ｖ‐Ｔｒａｉｎ’（当社製電気品を搭載)走行試験開始
無事故 無故障にて計画通り試験完了

２０００ 最初の入札に参加

無事故・無故障にて計画通り試験完了
（２００５年３月）

Ｖ‐Ｔｒａｉｎ

２００５ Ｃｌａｓｓ３９５車両・保守受注２００５ Ｃｌａｓｓ３９５車両・保守受注
Ｈｉｔａｃｈｉ Ｒａｉｌ Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ （ＵＫ）
（現 Ｈｉｔａｃｈｉ Ｒａｉｌ Ｅｕｒｏｐｅ）設立

英国/欧州規格対応実現 安全認証取得

衝突衝撃吸収構造
シミュレーション

英国/欧州規格対 実現
■ 衝突衝撃吸収構造

スーパーコンピュータでのシミュレーション
による車両の安全性検証

安全認証取得

© Hitachi, Ltd. 2010. All rights reserved. 26

２００９ Ｃｌａｓｓ３９５営業運転開始

シミュレ ション



4.海外事業
（１）英国 実績 ②

契約内容 ： Ｃｌａｓｓ３９５車両 １７４両（６両×２９編成） ５００億円

Ｃｌａｓｓ３９５車両納入 ・ 保守開始

契約内容 Ｃｌａｓｓ３９５車両 １７４両（６両 ２９編成） ５００億円

２００９年 ６月２９日 ： Ｐｒｅｖｉｅｗ ｓｅｒｖｉｃｅ開始（半年前倒し）

車両納入 ： 計画通りに完納

車両保守（７年間、最長３５年間） ２００億円（最大１,０００億円）

保守開始 ： アシュフォード車両基地開設

２００９年 ６月２９日 ： Ｐｒｅｖｉｅｗ ｓｅｒｖｉｃｅ開始（半年前倒し）

２００９年１２月１３日 ： 営業運転開始

アシ ド車両基地Ｓｔ Ｐ 駅開業式典 Ｃｌ ３９５車両営業運転開始式典
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アシュフォード車両基地Ｓｔ.Ｐａｎｃｒａｓ駅開業式典
（２００７年１１月６日）

Ｃｌａｓｓ３９５車両営業運転開始式典
（２００９年１２月１４日）



具体的施策 ①
4.海外事業
（１）英国

Ｉｎｔｅｒｃｉｔｙ Ｅxｐｒｅｓｓ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅ （ＩＥＰ） ２００９年２月 優先交渉権獲得

車両＋保守事業の拡大

ｙ ｐ ｇ （ ） 年 月 優先交渉権獲得

■ 案件概要

幹線高速列車（ＨＳＴ）置換えパッケージ
（車両 ・ 保守 ・ ファイナンス）

- 納入予定両数 ： 最大１,４００両
- 車両納入時期 ： ２０１３年～２０１８年

新型車両（イメージ）既存ＨＳＴ

【将来案件】

（車両 保守 ファイナ ）

ＨＳ２（英国高速鉄道 ロンドン～ミッドランド、２０２０年以降納入予定）

Ｃｒｏｓｓｒａｉｌ（通勤車両約６００両、２０１５年～２０１７年納入予定）
【将来案件】

現地生産拠点設立

HS2 : High Speed Two
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ＩＥＰ及び将来案件に向け検討中



4.海外事業
（１）英国 具体的施策 ②

Ｃｌａｓｓ４６５向け電気品更新

電気品拡販

Ｃｌａｓｓ４６５向け電気品更新

■ ２００7年契約、２０１０年４月納入完了予定
■ 契約内容 ： １９６ セット（９４編成） ・ 保守（１０年間）
■ 現在２８０万マイル無事故運転中

更新事業拡大

■ 今後の老朽車両更新需要増に対応
Ｃｌａｓｓ465

信号 ・ 列車制御システム拡販

Ｃｌａｓｓ465

２００７年 ネットワークレール社と共同開発契約締結

■ 欧州規格対応
■ ２０１２年試験走行開始予定
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■ ２０１２年試験走行開始予定
■ 車上装置をＩＥＰ車両より搭載予定



（２） 中国 市場環境
4.海外事業

： 旅客専用線全体（四縦四横）計画

： 開業済路線（２０１０年２月時点）

世界最大の鉄道システム市場

高速鉄道

哈爾浜

北京
瀋陽秦皇島

： 都市間交通整備地域

■ 旅客専用線１８,０００ｋｍ建設計画
（四縦四横計画、～２０２０年）

■ 高速車両（３５０ｋｍ/ｈ以上）３,０００両/年
発注推定（今後４ ５年）

高速鉄道

徐洲

石家庄
太原

北京

青島

天津

蘭州 鄭州

済南

大連

発注推定（今後４～５年）

■ １５８路線建設予定
（車両 ： １０ ０００両 ２０１５年）

都市交通
成都

徐洲

上海

蘭州

寧波武漢

鄭州

重慶
杭州

合肥

温州

南京西安

（車両 ： １０,０００両、～２０１５年）
■ １５件/年の入札案件見通し

都市間交通 仏山

福州

珠海

広州

長沙

温州

廈門

深釧坪
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■ 今後需要拡大見込み
■ ２０路線（車両 ： ６,０００両、～２０５０年）

珠海



実績
4.海外事業
（２）中国

■ 鉄道部向けＣＲＨ２車両 電気品

電気品 信号･列車制御システム

■ 鉄道部向け中国版列車制御ｼ ﾃﾑ(ＣＴＣＳ２)

高速鉄道 高速鉄道
■ 鉄道部向けＣＲＨ２車両、電気品

（２００４年受注)
中国南車股 有限公司/日本連合で納入
当社担当 ： 車体：２４両＋電気品＊

＊主変換装置：６８ｾｯﾄ（１７編成)

■ 鉄道部向け中国版列車制御ｼｽﾃﾑ(ＣＴＣＳ２)

高速車両用車上装置
[北京和利時系統工程有限公司と合作] 
(２００５年以降継続納入)

【累計納 台数】

個粉

【累計納入台数】
換

変 装 )
空調・換気装置：７５２台

■ 中国南車股 有限公司ＣＲＨ２車両向け
(２００５年以降継続納入)

車上装置

【累計納入台数】
１７０編成
(シェア７０％）

個粉

主変換装置： ２２０セット
（３５編成）

空調・換気装置：１,５２０台

ＣＲＨ２車両都市交通

■ 鉄道部向け電子連動装置
[中国鉄道科学研究院と合作]
(２００７年以降継続納入)

車上装置

■ 地下鉄車両向け ：
【累計納入台数】
北京・上海・西安他、約７００両

■ モノレール車両向け ：

(２００７年以降継続納入)
【累計納入台数】
１３０駅以上で稼働中

電子連動装置
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【累計納入台数】
重慶２号線・３号線、２２２両

北京地下鉄１３号線

CRH: China Railway High-speed

CTCS2：China Train Control System Level 2
（欧州規格対応250ｋm/ｈ級）



具体的施策 ①
4.海外事業
（２）中国

電気品

高速鉄道

信号･列車制御システム

高速鉄道

■ 中国北車股 有限公司ＣＲＨ３車両向け
３８０ｋｍ/ｈ用４００両分受注
（２０１０年度から納入開始）

■ 中国南車股 有限公司ＣＲＨ２車両向け

■ 中国版列車制御システム(ＣＴＣＳ３)
旅客専用線(広州～深 )１１３ｋm受注
地上装置３式、車上装置４０編成分
[北京和利時系統工程有限公司と合作]

釧坪
個粉

個粉■ 中国南車股 有限公司ＣＲＨ２車両向け
３８０ｋｍ/ｈ用受注活動中

【将来案件】 【将来案件】

[北京和利時系統 程有限公司と合作]
（２０１０年開業予定）

個粉

■ 電子連動装置の継続拡販（100駅/年目標）

■高速車両(ＣＲＨ２・ＣＲＨ３)向け
推定規模３，０００両/年

都市交通

■ 旅客専用線延伸向け
地上装置目標ｼｪｱ３０％(総延長１８，０００ｋｍ)
車上装置目標ｼｪｱ３０％(推定規模５４０編成)

■ 旺盛な需要に積極対応
■ ノレ ル電気品拡販

ＣＲＨ３車両都市交通
■ 重慶３号線を受注

２．４ＧＨｚ無線による列車制御システム
(２０１１年開業予定)

■ 旺盛な需要に積極対応

都市交通
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■ モノレール電気品拡販 ■ 旺盛な需要に積極対応

CTCS3：China Train Control System Level 3
（欧州規格対応350ｋm/ｈ級）



4.海外事業
（２）中国 具体的施策 ②

電気品現産化の推進、製造能力の拡大

２０１１年以降 １３０台/月体制確立

日立永済電気設備（西安）有限公司概要

２０１１年以降 １３０台/月体制確立

■ 設立 ： ２００３年８月
■ 所在地 ： 中国 西安市
■ 資本金 ： ８,５００万元

永済電気設備（西安）有限 司概要

(株)日立製作所４０％

日立(中国)有限公司１０％
永済新時速電機電器有限責任公司５０％

■ 業務内容 ： 鉄道車両用電気品の■ 業務内容 ： 鉄道車両用電気品の
製造・販売

■ 従業員数 ： ２３０人
■ 生産能力 ： ５０台/月
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（３） 新規市場開拓 米州
4.海外事業

■ 現地建設会社と協力し入札
■ 車両数 ： ３２４両（チラデンテス線） ８４両（コンゴーニャス線）

サンパウロ モノレール

ブラジル高速鉄道
（リオデジャネイロ サンパウロ

※ 他都市（マナウス、リオデジャネイロ）でもモノレール案件あり

■ 日本連合として参画
■ 車両取り纏め

（運行管理・列車制御も対応）

（リオデジャネイロ～サンパウロ
～カンピーナス約５１０ｋｍ）

リオデジャネイロ

カンピーナス

（運行管理・列車制御も対応）
■ ２０１５年開業予定

米国高速鉄道

サンパウロ

太平岸北部

北部ニューイングランド

ブラジル高速鉄道(ブラジル運輸省他に当社追記)

米国高速鉄道
（１１路線計画）

■ 日本連合として対応予定
■ 情報収集中

太平岸北部

カリフォルニア

中南部

シカゴ・ハブ・
ネットワーク

南東部

エンパイア

キーストーン

北東回廊
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メキシコ湾岸
フロリダ

米国高速鉄道(米国運輸省資料に当社追記)



新興地域
4.海外事業
（３）新規市場開拓

■ 列車制御システム

インド市場参入

・ 貨物新線西回廊（円借案件）に対応 （２０１１年入札予定）

- 対象区間 ： １,４６８ｋｍ
- 円借対象規模 ： ４,５００億円

■ 電気品

貨物新線西回廊（円借案件）に対応 （２０１１年入札予定）

■ 電気品
・ インド国鉄・都市交通向け参入

東南アジア市場参入

■ 対象 ： 都市交通鉄道システム一括取り纏め案件（STEP円借款）

・ ベトナム （ホーチミン・ハノイ）

■ 新興国鉄道インフラ整備案件への積極的参画

・ ベトナム （ホーチミン・ハノイ）
・ インドネシア（ジャカルタ）

・ 国内外企業とのパートナリング
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（４） 既納市場での受注拡大
4.海外事業

オーストラリア
■ シドニー近郊二階建て通勤車両向け電気品受注

（２００６年受注、２０１０年営業開始予定）

・ 契約内容 ： ３１２セット（７８編成）
ダウナーＥＤＩレールとの協力

■ダウナーＥＤＩレールとの関係強化により
電気品継続受注をめざす

韓国韓国

■ 大邱３号線向けモノレール（２００９年受注、２０１４年営業開始予定）

・ 路線長 ： ２４km（高架複線）
・ 駅数 ： ３０駅

車 基 箇・ 車両基地 ： ２箇所
・ 車両数 ： ８４両（２８編成）
量産車は韓国宇進産電に製造委託

■ 韓国宇進産電との連携により
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次期案件に取り組む



５．まとめ

２０１５年度目標２０１５年度目標

売上高 ３，５００億円売上高 ３，５００億円
海外売上比率 ６０％超
利益率 ８％利益率 ８％

国内で培った技術のグローバル展開加速
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国内で培った技術のグ バル展開加速



将来予想に関するリスク情報

本資料における当社の今後の計画、見通し、戦略等の将来予想に関する記述は、当社が現時点で合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等の結果は見通しと大きく異なることがありえます。

その要因のうち、主なものは以下の通りです。

●主要市場 （特に日本、アジア、米国およびヨーロッパ） における経済状況および需要の急激な変動

●為替相場変動 （特に円/ドル 円/ ロ相場）

●資金調達環境

●日本の株式相場変動

●日本の政権交代による法令の変更

●為替相場変動 （特に円/ドル、円/ユーロ相場）

●持分法適用会社への投資に係る損失

●価格競争の激化 （特に情報通信システム部門、電子デバイス部門およびデジタルメディア・民生機器部門）

●新技術を用いた製品の開発、タイムリーな市場投入、低コスト生産を実現する当社および子会社の能力

●急激な技術革新

●原材料価格の変動

●長期契約におけるコストの変動および契約の解除

●製品需要、為替相場および原材料価格の変動に対応する当社および子会社の能力

●社会イノベーション事業強化に係る戦略

●事業構造改善施策の実施

●主要市場 （特に日本、アジア、米国およびヨーロッパ） における社会状況および貿易規制等各種規制

●製品需要の変動

●主要市場 （特に日本、アジア、米国およびヨ ッパ） における社会状況および貿易規制等各種規制

●製品開発等における他社との提携関係

●自社特許の保護および他社特許の利用の確保

●当社、子会社または持分法適用会社に対する訴訟その他の法的手段

●製品やサービスに関する欠陥・瑕疵等

●地震 その他の自然災害等 （特に日本）
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●地震、その他の自然災害等 （特に日本）

●情報システムへの依存および機密情報の管理

●退職給付債務に係る見積り

●人材の確保




